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1. 初めに
地蔵講は地蔵尊を｛言仰する人々で作る講社であり、 全国各地で見られ、 地蔵
尊を信仰するという宗教的な役割とともに、 社会的な役割、 つまり、 民衆の慰

































呑、 世のとり沙汰さまざまにて、 誠をたつるのたすけある事はなくて、 結旬口
論放逸の媒となるべき事多し」とあるのを引用して、近世になると、講は宴食
や行楽を主とする形に堕落してきたことはその通りであるが、「近世の民衆が
強固な幕藩体制のレジ ー ムから逃れることのできた唯一の機会が、 まつりとか
講であったことを思うとき、 彼らの放逸はそれほど責められるべき筋合ではな
















いる」としている［柳田：1951、189-190]。 つまり、 柳田は講員にとって、 講
は「信仰心を満足する」と 「お互いの関係を深める」の二つの役割を果たして
いるとして、 寺院にとっては「宗教的関心を強める」という役割のみに注目し
ている。 櫻井も、 講員の立場から見れば、 講は慰安および社交を提供する場で






けのものもあったが、 一般には『地蔵講式」 を読誦して、 供物や斎料の経費が
加入した講員によって負担せられたもののようであったと述べている。［真鍋、
1963、 194] また、 山東京博の『醒睡笑』 の「大師講地蔵講にもよばれねば月
に二度物思ふかな」と『我春集』の 「婆ァさんも浮かいて踊りし地蔵講、 短夜










される。 しかし地蔵講の中には、 寺院の主要な年中行事となっているケ ー スも
それ程珍しくなく散見される。 従来、 こうした事例は看過されることが多かっ
たため、 ここでは改めて、 そうした講の実態の中から、 僧侶が講員を仏道に導
く場として、 布教活動がいかになされ、 それに対して講員がどのように対応し
ているか、 見ていこう。









日、 3月24日と10月24日に行われていたが、 春彼岸と分けるために、 24日から
4月4日に変更された。 参加者は60-70人で、 多くは檀家で、 近所の人も時々
参加する。 主に高齢者が参加し、 女性と男性両方が参加する。 新しい人が来る
場合、それは一般に檀家の招待で来た人である2。 そのため、 案内板にはお知ら
せが必ず掛かれているが、 住職によれば、 それ以上の詳細なお知らせはあまり









薩の経典よりも人に馴染みがあり、 読みやすいという。 一緒に読んで、 親しみ
を感じられる経典を選択するので、 いつもどこの寺院でも読まれている経典の
ほうがふさわしいと言う。 読経の後には住職が『寿量品』、『地蔵真言』と『陀
羅尼』を唱え、 法話を行う。 法話の内容は地蔵菩薩というより、 仏教の教え、
日本及び枇界の社会間題や、 檀家や近所の生活上に起こったこと、 例えば、 近
所で亡くなった方の話、 つまり、 様々な一年の出来事が出てくる。 住職の説明
では、 地蔵講の参加者と仏教の教えや人生の問題について話し合いたいのだと
言う。 春季の地蔵講は秋季の地蔵講と比較すると、 講員が多く、 賑々しい雰囲
気で行われている。 儀礼は同じだが、『修証義』の後、「誕生会」のために、 小
さな釈迦の像に甘茶をかける。 儀礼の後、 同慶寺の地蔵講の参加者（男性、 70
代）は「この（同慶寺の本尊）地蔵様はどんな願いも聞いてくれるよ。 だから
今日お地蔵様の像に水をかけたんだ」と述べた。 同慶寺の地蔵講の儀礼からわ






















2. 2. 全玖院の地蔵講 ―女人講一
全玖院は1610年に北山輪王寺11世亀隠贋鶴和尚によって長町広瀬橋に創建さ
れ、 1659年に現在地、 宮城県仙台市青菓区通町1-2-5に移転した。 本尊は
釈迦如来で、 境内には地蔵堂があり、 中に延命地蔵尊が祀られている。 この地
蔵尊は廃寺になった東九番町の高福寺の本尊であったといわれ、 粒あずきのお
ハギを供えると、 疱癒が治る利益があるとされた。［日本歴史地名大系宮城県





参加者はみんな高齢者で、 女性である。 ほぼ全員が授戒している。 新しい人は、
他の地蔵講の参加者に誘われてくる。 参加者は近所に住んでいる人や以前に住
んでいた人で、 お寺と住職の家族との関わりが深い人であり、 地蔵講の月日と




を読み、 上香・普同三拝をする。 後は『修証儀』の一章を読む。 筆者が参加し
たときに、 第五章（行持報恩）が読まれたが、 次回はまた第一章から始めると
いうものである。 最後には「四弘誓願」を読み、 地蔵堂に移動する。 地蔵堂の




おり、 話のテ ー マは仏教に限らず、 料理および孫の成長にも及んで行く。 興味
深いところは、 伝統的に粒あんのおはぎが延命地蔵尊の好きな供物とされたが、
最近では季節のお菓子を供えるようになっている。 お茶会のときに出されてい
るお菓子は今月の祭日（例えば、 10月はハロウィン）をテ ー マとし、 延命地蔵
尊にも同じような供物が供えられている。
全玖院の地蔵講は同慶寺の地蔵講と比較して人数が少ないため、 もっと穏や
かで、 インフォ ー マルな雰囲気で行われている。 参加者は女性のみで、 お茶会
のときは、 住職より住職の付親が主役になっている。 同慶寺と同じく、 ここで
も「儀礼」と「共食」（この場合、 お茶会）の二つの部分が見られ、「儀礼」で
は、『般若心経』と『修証儀』が読まれているが、 実は地蔵菩薩の経は読まれ
ていない。 また、 法話の内容は『禅の友』に基づいており、 仏教全体の教えに
触れている。
全玖院の場合、 人数が少なく、 地蔵講は檀倍徒と寺院の関係を強めることは
できないが、 ここでも、 地蔵侶仰自体の普及のためというよりは、 住職が参加
者との交流の時間を通じて仏教の教えを説く機会としている。
2. 3. 玄光庵の地蔵講 一梅花講の活動一
以前は天台宗の寺院であった玄光庵は、 1523年に仙台市新寺・竜泉院の末寺
として竜泉院2世明屋梵察大和尚によって復興された。1600年に伊達政宗公の





地蔵講は年一 回、 9月18Bに行われている。 地蔵講の参加者は約10人で、 み












蔵菩薩御詠歌』 も『般若心経』・『消災冗』 とともに使用されている。 また、 儀
礼の後、 共食は行われていない。 住職は儀礼の後、 少しだけ地蔵について話し、
テ ー マを変えて、 梅花講の活動に触れる。 その点から見ると、 玄光庵の場合、
地蔵講は梅花講として行われている活動であり、 住職と講貝の関係作りに関し、
同慶寺や全玖院ほど力点はおかれていない点が特徴的である。












つまり、 お経・法話・共食で師月24日に行われていた。 但し、 2000年代になる

















世代向けのフリ ー ペ ー パ ー に「千鉢地蔵を彫る会」についての記事が載せられ
た後、 約30人が訪ねてきて、 その一部は継続して参加するようになった。 師回








は2時間ぐらい(13: 00から15: 00まで）かかる。 彫り始めると、 先生と地蔵
彫りに経験のある参加者は、 折に触れて初心者の指導をする。




が、 参加者も自分が関心を持っているテ ー マについて話すことが多い。 彫り
終った後は一緒にお茶会をする。 お茶会の時には、 参加者による講演会がある




































染みがあり、 読みやすいからである。 一緒に読んで、 親しみを感じられる経典
6 例えば、「此の菩薩の威神誓願。 不可思議なり。 若し未来世に。 善男子善女人有りて。 是
の菩薩の名字を聞きて。 或は讃歎し。 或は膳禍し。 或は稲名し。 或は供養し。 乃至形像を。
彩覺し。 刻鍍し。 朔漆せん是の人。 嘗に百返三十三天に生ずることを得て。 永く悪道に堕ち
下るべし。」［畑田慧順、 1926、 切利天宮神通品第一］
7 『今昔物語集』における地蔵信仰については、 詳しく［片寄正義、 1974:432-462]を参考。


























あるとされている。 しかし、 寺院の場合、 その共同飲食には講貝だけでなく、
住職も必ず参加する。飲食のときには、 参加者と住職は主に宗教と関係がない
9 2014年11月4日のインタ ー ビュ ー より





面は一番薄かった。 多くの場合、 寺院は地蔵講を広く案内するより、 いつも来








要するに、 3つの事例、 つまり、 同慶寺、 全玖院と光禅寺には、 住職は地蔵
講を檀信徒と触れる機会として、 あるいは、 仏教を説く場として活用している
と考えられる。 しかし玄光庵の場合、 地蔵講は一言で言えば梅花講の活動であ

















まず、 櫻井、 和歌森、 柳田、 真鍋も指摘しているように、 地蔵講の大事な役



















して、 一緒に御茶を飲んで、 おしゃべりして、 楽しかったですよ。 今、 毎月参
11 光禅寺の住職だけでなく、 他の寺院の住職も参加している












く。 これに答えるためには、 さらに調壺が必要である。 特に、 光禅寺の「千林
地蔵を彫る会」の参加者の仏教と寺院に対する意見の変容は興味深い。 筆者は














13 2015年5月24日のインタ ー ビュ ー により




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































The role of Jizo-ko in Buddhist temples 
- The example of 4 temples in Sendai -
Aliise Donnere 
The term ko can be applied to a variety of Japanese communities, including rural 
gatherings, dedicated to local or buddhist gods, religious meetings, temple annual 
events and traditional mutual assistance associations. The term Jizo-ko is usually 
applied to a rural community supporting a small shrine dedicated to bodhisattva 
Jizo or making regular pilgrimages to sacred places, associated with Jizo, like 
mount Osorezan. Usually it is a Nyonin-ko - all women community. Such 
communities fulfill not only religious, but social functions as well. For it's 
members, Jizo-ko becomes a place of free communication and relaxation after hard 
work. 
At the same time, some temples hold regular meetings (monthly or yearly) called 
Jizo-ko, that differ from the usual concept of Jizo-ko as a self-maintained 
community. Though it usually still provides a communication space for it's 
participants, it's rituals and overall character are being set by the priest. 
The author of this paper is determined to show the role of Jizo-ko from the 
priest's side through analyzing their choice of sutras, themes of sermons and the 
overall course of Jizo-ko, as well as interviewing the priests about their views on 
Jizo-ko. The 4 chosen examples include 3 traditional Jizo-ko and a meeting for 
carving thousand Jizo statues - Sentai Jizo wo horu kai - an event that evolved from 
traditional Jizo-ko by providing more time for free talk at the expense of the ritual 
side. 
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